別記第1号様式
屋外拡声器使用許可申請書

令和　　年　　月　　日

柏崎市防災行政無線
総括管理者　様

申請者　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　
連絡先　　　　　　　　　　　　
町内会名（自主防災会名）　　　
次のとおり屋外拡声器を使用したいので、使用許可を願います。

【使用子局名】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【使用目的】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【使用日時】
　　　　　　令　和　　年　　月　　日　　　時　　分　から　　　時　　分　まで
【使用者】
　　　　　　役職　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

【伝達内容】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【備　考】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	処理欄
	総括管理者承認日
	印

	
	／
	


屋　外　拡　声　器　取　扱　要　領
　屋外拡声器とは新潟県柏崎市防災行政無線局管理運用規程第２条に意義され、固定系子局の通信機能を使用せず、附属の拡声用スピーカーの機能を使用する状態を言い、同規程第１１条第４項にある具体的な運用方法について以下に記すものとする。
　
１　柏崎市は、関係する町内会長（市街地を除く）に屋外拡声器（固定系子局）の筺体部の鍵を１個あて貸し出しする。
２　町内会長は、筺体部の鍵の管理について十分注意すること。
３　町内会などで使用する場合は、緊急時を除き、地理的に独立している地域で、他の地域に放送が聞こえない（音声が届かない）地域での使用を原則とする。ただし、使用の必要性を、柏崎市防災行政無線局管理運用規程に定める総括管理者が認めた場合についてはこの限りとしない。
４　緊急時以外は、事前に市防災・原子力課へ放送内容を連絡し、別記様式1「防災行政無線屋外拡声受信装置使用許可申請書」を提出するとともに、総括管理者の使用許可を受けなければならない。
　　緊急であって事前に連絡できなかった場合は、事後、速やかに市防災・原子力課（休日等の場合は市宿直室）へ連絡をし、後日、別記様式２「防災行政無線屋外拡声受信装置使用報告書」を提出する。
５　柏崎市又は消防本部で放送を行う場合は、直ちに放送を中止する。　
６　自局で放送できる内容は、次のとおりとする。
（1） 災害等で緊急を要する場合
（2） 人命及び財産について重大な影響を与える恐れがある場合
（3） その他上記に準じる事態の場合
（4） 町内会で決定した行事等の連絡（行事の内容によっては、不可もあり得る）
７　放送はできる限り簡潔に行い、「やさしい言葉で」「要領よくまとめて」「短く」「ゆっくりと」２回繰り返して放送し、３分以内に終わるように努めるものとする。
　　また、地域防災訓練の実施にあたっては、「訓練　訓練」を最初と最後に「はっきりと」した口調で連呼し、周辺住民に誤解を招かないよう伝達する。
８　放送終了後は、必ず筺体部の施錠をし、管理に万全を期すること。
　　　附　則
　この要領は、昭和６１年１０月１日から実施する。
　この要領は、平成２５年　１月１日から実施する。

